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研究成果の概要（和文）：中学生の心理的柔軟性を高めるプログラムの開発を目的とした一連の研究として，5
つの基礎的研究及び1つの介入研究を行った。まずは，心理的柔軟性を構成する要素として注目されている体験
回避と認知的フュージョンが思春期の心理的適応にどのような影響を及ぼすのかを6つの調査研究から検討し
た。その結果，体験回避は心理的適応の維持に関連していることが示された。続いて，こうした基礎的研究の結
果に基づき，中学生の心理的柔軟性を高める学級集団を対象とした介入プログラムを作成し，実施した。その結
果，介入群は統制群と比較し，ストレスや体験回避の得点に変化が見られ，介入プログラムの一定の妥当性が示
された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to develop the program of intervene adolescent 
psychological inflexibility and conducted five investigation studies and one intervention study. 
First, we investigated how experiential avoidance and cognitive fusion which consist of 
psychological inflexibility influenced adolescent psychological well- being. The results showed that
 experiential avoidance and cognitive fusion played some important roles in the process of 
well-being among adolescents. Additionally, we made an ACT based intervention program which can be 
carried out in the junior high school students’ classroom and examined the effects of the program. 
The results showed that ACT intervention prevented to increase experiential avoidance, enhanced 
self-esteem, and reduced depressive symptom, compared to the control group.　

研究分野：教育心理学，臨床心理学

キーワード： 思春期　学校適応　心理的柔軟性　体験回避　認知的フュージョン
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
心理的柔軟性とは「生きていくために立ちは
だかる問題や課題に対し，そこから回避するこ
となくより効果的に反応する力」として定義さ
れる（Harris,2009）。心理的柔軟性は，第三世
代の認知行動療法であるACT(Acceptance and 
Commitment Therapy）の中心概念でもあり，
そこでは悩まないことやストレスがないことを
目指すのではなく，悩みの根源を観察しながら
もうまく距離を取り，自分の人生をしっかりと
生きることを目指している。心理的柔軟性の低
さは，自分が望まない嫌な思考，感情，感覚や
記憶といったものを排除しようとする“体験回
避”と，自分の思考に囚われ，身動きが取れな
くなる“認知的フュージョン”から構成される
（Greco et al,2008)。海外において，この心理
的柔軟性と様々な心理的変数との関連が実証さ
れ始めてきているが，まだ数は非常に少なく，
日本においては思春期における心理的柔軟性を
扱った研究はほとんど蓄積されていない。子供
たちが自らの人生を生きていくためには，この
心理的柔軟性への介入を含めた包括的な心理的
支援が必要だと考えられる。本研究ではこの心
理的非柔軟性を測定するために，Greco et 
al(2008)によって作成されたAFQ-Y（日本語と
しては Ishizu et al, 2014）を用いて検討行う。
AFQはAvoidance and Fusion Questionnaire 
の頭文字となっており，体験回避と認知的フュ
ージョンを測定するための尺度である。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では，日本においてはほとんど
研究が行われてこなかった，思春期における心
理的（非）柔軟性に着目し，その心理的適応に
対する作用を検討し，そうした結果を踏まえ，
心理的柔軟性を高めるためのプログラムの効果
を検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究は主に５つの調査研究と，１つの介入研
究に分類される。いかにそれぞれの研究目的と
その方法について挙げる。 
 
研究①AFQと抑うつ，ストレッサーとの関連 
調査協力者：中学生445名（平均年齢13.85歳，
標準偏差0.86歳）を対象とした。 
測度：AFQ-Y8（Ishizu et al, 2014），学校スト
レッサー（岡安・高山，1999）自己ストレッサ
ー（服部・島田，2003），子供用抑うつ尺度（村
田ら，2006）。 
手続き：すべての調査協力者に，上記の尺度を
2回回答してもらった。1回目の回答と2回目の
回答の間は1か月の期間が設けられた。 
 
研究②AFQとストレッサー，ストレス反応との
短期相互影響性の検討（交差遅れ効果モデルに
よる検討） 
調査協力者：中学生688名（平均年齢13.28歳，
標準偏差0.66歳）を対象とした。 
測度：：AFQ-Y8（Ishizu et al, 2014），学校ス

トレッサー（岡安・高山，1999），ストレス反応
尺度（岡安・高山，1999） 
手続き：短期的な体験回避とストレスの相互影
響性（ストレスの短期的的なプロセス）を検討
するために，すべての調査協力者に1週間おき
に3回，上記の測度への回答を求めた。 
 
研究③学校ストレッサーが AFQ に及ぼす影響
（マルチレベル分析による検討） 
調査協力者：中学生856名（平均年齢13.18歳） 
測度：AFQ-Y8（Ishizu et al, 2014），学校スト
レッサー（岡安・高山，1999） 
手続き：個人レベルと学級レベルのストレッサ
ーがAFQとどのように関連するのかを示すため
に，26学級を対象に分析を行った。 
 
研究④学級風土が体験回避に及ぼす影響 
（マルチレベル分析による検討） 
調査協力者：中学生 1178 名（平均年齢 13.30
歳） 
測度：AFQ-Y8（Ishizu et al, 2014），学級風土
（伊藤・松井，2001）から「自然な自己開示」
「規律正しさ」「学習への志向性」を測定。 
手続き：個人レベルと学級レベルの学級風土が
AFQ とどのように関連するのかを示すために，
33学級を対象に分析を行った。 
 
研究⑤受験生の学業コーピングに影響を与える
体験回避の作用 
調査協力者：中学3年生277名（平均年齢14.85
歳，標準偏差0.41歳） 
測度：AFQ-Y8（Ishizu et al, 2014），学業コー
ピング（神藤，1999） 
手続き：受験における学業コーピングスタイル
への AFQ の影響を検討するために，受験期の 1
月中旬，2月中旬，3月上旬の3回にわたって上
記の内容を回答してもらった。 
 
研究⑥思春期の心理的柔軟性を高める集団プロ
グラムの効果検証 
調査協力者：統制群 266名，介入群 81名の中
学 3年生，平均年齢は 14.78歳（SD0.42） 
測度： AFQ-Y（Ishizu et al., 2014），自尊感情
（内田・上埜，2010），ストレス反応（岡安・
高山,1999）。また各ワークについての理解度に
ついて 4件法で回答を求めた。 
手続き：本研究では ACT のエッセンスをもつ
介入プログラムを全 4回で構成した。作成した
プログラムは現職の教員にアドバイスをもらい
ながら，中学生にとって理解できるものにして
いった。各回のプログラムは以下の狙いをもち
行われた。 
１）自分が大切にしたい価値について 
２）脱フュージョンの体験 
３）呼吸法とアクセプタンス 
４）これまでのまとめとコミットメント 
効果指標（測度）については介入前（プレ），
介入後（ポスト），フォローアップの 3 回測定
した。それぞれの期間はおよそ 1か月であった。 
 



４．研究成果 
研究① 
 本研究では，素因ストレスモデルの視点から，
まずはストレッサーの影響をAFQが強めるかを
検討するために，Time１の抑うつ得点を共変量，
Time2の得点を従属変数，独立変数として性別，
AFQ,ストレッサー，ストレッサーとAFQの交互
作用項を投入した階層的重回帰分析を行った。
その結果，AFQ とストレッサーの交互作用は有
意な影響を及ぼしていないことが示された。そ
こで，ストレッサー，AFQ,抑うつの縦断的な関
連性を検討するために，2 時点の得点を用いて
交差遅れ効果モデルの検討を行った。モデルの
適合度は十分であり (χ2(26) = 25.35, p = .499, 
GFI = .989, AGFI = .954, CFI = 1.00, RMSEA 
= .000)，AFQが抑うつを予測するというよりは，
むしろ抑うつやAFQが後のストレッサーを予測
するという結果が得られた。また，抑うつはの
ちのAFQに正の影響を与えることも示された。
上記の結果から，AFQ は抑うつの素因としては
認められなかったが，後のストレッサーに影響
することが示された。様々な体験回避が起こる
ことで，むしろストレッサーを呼び込んでしま
い，抑うつが持続するという可能性を示唆する
ものであった。しかし本研究は2時点での相互
影響性のみしか検討できず，AFQ から影響を受
けたストレッサーが次にどのような働きをする
のかを明確にする必要性が示唆された。 
 
研究② 
 上記の研究①の限界を踏まえ，ここでは3シ
ョットのデータを扱い，AFQ，ストレッサー，ス
トレス反応についての短期的な相互影響性を検
討した。3 時点のデータについて，上記と同様
に交差遅れ効果モデルの検討を行った。モデル
の適合度は十分であった (χ2(10) = 6.07, p 
= .81, GFI = .997, AGFI = .987, CFI = 1.00, 
RMSEA = .000)。1週間のタイムラグの視点から
見ると，AFQ はのちのストレス反応に正の影響
を与え，またAFQから影響を受けたストレス反
応はさらに次のAFQに正の影響を与えることが
示された。また，AFQ はストレッサーにも生の
影響を与え，そのストレッサーはさらに次の
AFQ にも影響を与えていることが示された
（Table1）。この結果から，短期的なストレス維
持について，AFQ がストレス反応とストレッサ
ーを喚起することで，そのストレス反応とスト
レッサーは次のAFQに影響を与えるという，悪
循環が示された。以上の結果から，体験回避が
短期的なストレスの発生過程に大きな影響を与
えていることを示唆していると判断できた。 
 
研究③ 
使用した尺度得点の学級レベル（26学級）で
の級内相関は，男子で0.33―.123，女子で003
―.095，デザインエフェクトは男子で1.48―
2.77，女子で1.05―2.38であった。そのため，
学校ストレッサーの各下位尺度を説明変数，
AFQ-Y得点を基準変数とする，マルチレベル分
析を適用した。 

モデル適合度の指標は，男子ではRMSEA＝.00，
CFI＝1.00，SRMRは，withinレベル＝.00，
betweenレベル＝.01，女子はRMSEA＝.00，CFI
＝1.00，SRMRはwithinレベル＝.00，between
レベル＝.03であり，データの当てはまり具合
は良好と判断された。なお学校ストレッサーを
基準変数とした場合，AICの値が男女とも高く
なったため，学校ストレッサーを説明変数とす
るモデルが妥当と判断した。分析の結果，男女
とも，withinレベルで3つのストレッサーから
AFQ-Yへのパス係数がいずれも有意であった。
一方betweenレベルでは，男子のみ，教師スト
レッサーからのパス係数が有意であった。 
 研究②と同様に，AFQはストレッサーによ
って喚起される傾向が示された。男女とも個人
レベルでは，ストレッサーからAFQへ生の有意
なパス係数が得られた。学校で経験するストレ
ッサーは中学生にとって不快な出来事であるた
め，これらを多く経験するほど，ストレッサー
に関連するネガティブな思考や感情を回避しよ
うとしてしまい，体験的回避の傾向は強まって
しまうのかもしれない。さらにパス係数の値か
ら，学校ストレッサーの中でも友人関係ストレ
ッサーからの影響が相対的に強いことが考えら
れる。学級集団レベルの結果から，教師ストレ
ッサーの多い学級の男子は，体験的回避が低い
可能性が示唆された。思春期の中学生男子は，
教師ストレッサーに対して怒り感情を率直に表
出することで，体験的回避が弱まる可能性も示
唆されたといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



研究④ 
使用した尺度得点の学級レベル（33学級）で
の級内相関は，男子で.036―.105，女子で
004―.258，デザインエフェクトは男子で
1.57―2.65，女子で1.06―5.15であった。その
ため，学級風土の各下位尺度を説明変数，AFQ-Y
得点を基準変数とする，マルチレベル分析を適
用した。モデル適合度の指標は，男子ではRMSEA
＝.00，CFI＝1.00，SRMRは，withinレベル＝.00，
betweenレベル＝.01，女子はRMSEA＝.00，CFI
＝.99，SRMRはwithinレベル＝.00，between
レベル＝.05であり，データの当てはまり具合
は良好と判断された。なお学級風土を基準変数
とした場合，AICの値が男女とも高くなったた
め，学級風土を説明変数とするモデルが妥当と
判断した。 
分析の結果，男女とも，withinレベルにおけ
る自己開示からAFQへのパス係数が有意であっ
た。Within レベルの他の変数，および
between-level の全ての変数からのパス係数は，
いずれも非有意であった。男女とも個人レベル
において，学級風土の「自然な自己開示」から
AFQへ負のパス係数が得られた。このことから，
“自分の学級は自然な自己開示がしやすい”と
認識している生徒は，体験的回避の傾向が弱く
なる可能性がある。「自然な自己開示」の項目内
容は，自分の気持ちを素直に，あるいは気軽に
話せる，といったものであるため，こういった
雰囲気を認知している生徒は，自身のネガティ
ブな思考や感情も素直に話せたり，それを周囲
に受容してもらう経験が多く，その結果，体験
的回避の傾向が弱くなることが考えられる。一
方，他の下位尺度からのパス係数は非有意であ
った。クラス内の規律の正しさや学習を志向す
る雰囲気の認知は必ずしも体験的回避と関連し
ているとはいえない可能性があり，さらなる検
討が必要である。 
また，学級集団のレベルにおいては，学級風
土からAFQ-Yへのパス係数はいずれも非有意で
あった。このことから，学級全体の風土からの
体験的回避への影響は低い可能性が考えられる。
特に，個人レベルで関連が示された「自然な自
己開示」は，学級集団レベルでは関連が示され
なかったため，自然な自己開示がなされやすい
学級の所属する中学生の体験的回避傾向が低く
なる，とまではいえず，あくまで個人レベルで
の認知が影響していることが考えられる。この
結果は，個人を対象としたアプローチの重要性
を示唆する結果ともいえると判断できた。 
 
研究⑤ 
 中学 3年生の受験ストレスへのコーピングに，
体験回避がどのような影響を及ぼすか，短期縦
断的に検討した。学業コーピングの 4つの因子
である，問題解決的対処，回避的対処，積極的
情動中心対処，他者依存的情動中心対処にAFQ
がどのように影響するのかを検討するために，
潜在成長曲線モデルによる検討を行った。問題
解決的対処については，AFQがSlopeに対して
負の影響を与えており，AFQが高いものは問題
解決的対処が受験に近づくにつれて低まってい

くことが示された。回避的対処については，
AFQ は intercept に正の影響を与えており，
AFQ が高いものは回避的対処を行いやすいこ
とが示された（Table2）。他者依存的情動中心
対処については，AFQはその slopeに負の影響
を与えており，AFQが高いものは他者に感情を
吐露しにくくなることが示された。以上の結果
は，体験回避への介入が受験を乗り越えていく
ための一つの要因になる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
研究⑥ 
以上の基礎的研究の結果を踏まえると，AFQ
への介入は心理的健康の維持や，受験を乗り越
えていくための一つの重要な手立てともなるこ
とが示されてきた。そこで，ACT理論に基づい
た体験回避への介入について，中学生を対象と
する心理教育的プログラムの作成を行い，その
効果を検証した。 
群（統制・介入）と時期（プレ・ポスト・フ
ォロー）を独立変数，AFQ,自尊感情，ストレス
反応の各下位尺度を従属変数とした分散分析を
行った。まず，心理的柔軟性得点については群
と時期の交互作用が有意であり(F(2,570)=3.12, 
p<.05)，単純主効果の検討の結果，非柔軟性得
点 が 統 制 群 で は 上 昇 し て い っ た
（(F(2,570)=16.03, p<.01)。自尊感情得点にお
いても群と時期の交互作用が有意であり
(F(2,570)=6.39, p<.01)，単純主効果の検討の結
果，介入群においてプレからポストにかけて得
点が上昇した（F(2,570)=12.58, p<.01)。 
 以上の結果，学級集団における ACT プログ
ラムは自尊感情や一部のストレス反応，および
心理的柔軟性に影響を与えうることが示された。
全 4回のワークの「理解度」については，各回
ともクラス平均値が 3.2～3.5.以上であり，「役
立つか否か」についても同様の値が示された。
今回のプログラムは受験期を対象としたもので
あり，受験や学業に関するストレッサーに多く
直面する時期に実施した。今後は，グループで
のディスカッション等を含めたワークを設定す
るなど，その効果を改めて検証していく必要が
あると思われる。 
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